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	1. 目的
	2. 用語の定義
	(1) 「保安基準」とは、道路運車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号。）をいう。「細目告示」とは、道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成14年国土交通省告示第619号。）をいう。
	(2) 「検査法人等」とは、自動車検査独立行政法人及び軽自動車検査協会をいう。
	(3) 「審査事務規程」とは、自動車検査独立行政法人審査事務規程をいう。
	(4) 「指定自動車等」とは、車両法第75条第1項の規定により型式について指定を受けた自動車、道路運送車両法施行規則（昭和26年運輸省令第74号。）第62条の3第1項の規定により認定を受けた自動車及び国土交通大臣が定める自動車をいう。
	(5) 「非認証車等」とは、指定自動車等以外の非認証車及び消音器を改造した指定自動車等をいう。
	(6) 「車両識別番号(VIN)」とは、ISO規格(ISO3779)等に基づき個々の車両を識別する目的で、ローマ字又は数字を組み合わせて表示する17桁の番号をいう。

	3. 騒音試験の対象自動車
	4. 騒音試験の種類
	(1)  ＪＱＲが、試験を行って別添１に示す加速走行騒音の基準への適合を確認する業務
	(2)  試験依頼者が自ら試験を行う際に立会って別添１に示す加速走行騒音の基準値への適合を確認する業務
	(3)  依頼者及び添付書面により、確認を受けた自動車及び消音器と同一型式のものの加速走行騒音試験結果成績表（第４号様式、以下「試験成績表」という。）を発行する業務
	(4)  試験成績表を再発行する業務
	(5)  騒音防止確認標章を再発行する業務（試験成績表発行後に騒音防止性能確認標章を発行する業務を含む。）

	5. 騒音試験業務実施の基本方針
	(1)  4.の(1)～(5)の業務（以下「騒音試験業務」という。）は、試験依頼者から提出された非認証車等の加速走行騒音試験依頼書（第１号様式）及び添付書面（以下「試験依頼書等」という。）に基づいて、車両法及び同法に基づく命令、告示、審査事務規程、並びにこれらに係る通達によるほか、この実施要領に基づき、公正かつ適確に実施するものとする。
	(2)  ＪＱＲ並びに騒音試験業務の関係者は、業務の公平性を確保し、騒音試験業務に影響を与えるような商業的、財政的及びその他の圧力に拘束されないこととする。

	6. 立会いによる騒音試験業務
	7. 試験依頼の受付及び騒音試験日程並びに手数料等
	(1)  ＪＱＲは、インターネット等により騒音試験に関する情報を公開することとし、試験依頼者は、公開された情報に基づき騒音試験の予約手続きを行うこととする。
	(2)  ＪＱＲは、試験依頼者からの予約手続きを受け、試験依頼書等の提出に関する事項、手数料の収納に関する事項、騒音試験の実施予定日（4.(1)による場合には、試験自動車の搬入日時、試験自動車の準備予定日、試験予定日、試験予定日及び試験自動車の搬入日時）及び実施場所等を試験依頼者に通知することとする。
	(3)  試験依頼者は、(2)の通知の内容に従い、試験依頼書等を提出すると共に、別添２に定める額の手数料を納付することとする。この場合において、振り込み手数料は試験依頼者が負担しなければならない。
	(4)  ＪＱＲは、試験依頼書等の記載に不備がないこと並びに手数料が納付されたことを確認のうえ申請を受け付けることとする。

	8. 騒音試験の実施
	(1)  騒音試験のうち4.(1)による場合の試験自動車の搬入時及び実施当日は、試験依頼者又は自動車整備担当者が立ち会うこととする。但し、騒音試験の場所の都合等の理由で立会いができない場合は、ＪＱＲが指定した場所で待機することとする。
	(2)  騒音試験のうち4.(2)による場合の実施当日は、ＪＱＲの担当者が立ち会うこととする。
	(3)  加速走行騒音の測定については、細目告示別添40「加速走行騒音の測定方法」及び新型自動車の試験方法に定める「自動車騒音試験方法」（TRIAS20-2003）に基づき（検査対象外軽自動車にあたっては、これに準じて）実施する。なお、試験自動車の車両総重量については、実測その他適切な方法により確認するものとする。
	(4)  消音器の騒音低減機構を調整出来る構造を有する消音器にあっては、加速走行騒音値が、最大となる状態で試験を行うものとする。
	(5)  騒音試験の結果、不合格となった場合、再試験は行わない。なお、試験依頼者が再試験を望む場合は、新たに試験依頼を行うこととする。
	(6)  加速走行騒音の測定結果は、試験成績表に記載する。

	9. 試験自動車
	(1)  試験依頼者は、ＪＱＲに対し、当該自動車等の製作者が定める必要な点検整備を適切に実施したものを提示すること。
	(2)  試験依頼者は、少なくとも試験実施予定日の３営業日前までに、試験自動車の諸元表（第２号様式）を提出することとする。
	(3)  試験自動車は5.(1)の試験依頼書（第１号様式）及び試験自動車の諸元表（第２号様式）に記載された自動車と同一であること。
	(4)  試験自動車に備えられた消音器は、消音器本体の外部構造及び内部構造が恒久的方法（溶接、リベット等）により結合されているなど、細目告示第40条第2項第2号、第118条第2項第5号及び第196条第2項第5号の規定（以下「騒音低減機構を容易除去可能構造の禁止規定」という。）に適合する構造でなければならない。ただし、消音器を自動車等に固定するためのネジ止め及びボルト止めはこの限りではない。
	(5)  試験自動車及び試験自動車に備えられた消音器は、保安基準第31条の規定に適合するものであること。

	10. 試験自動車の変更
	11. 騒音試験の延期
	(1)  騒音試験のうち4.(1)による場合には、ＪＱＲは試験依頼者に対してその旨を連絡し、騒音試験の実施予定日並びに実施場所等について協議することとする。この場合において、延期された騒音試験業務の手数料はＪＱＲが負担し、試験自動車の提示に係る費用（試験依頼者の申し出により試験自動車をいったん搬出し、再度搬入する場合に限る。）は試験依頼者が負担することとする。
	(2)  騒音試験のうち4.(2)による場合には、試験依頼者はＪＱＲに対してその旨を連絡し、騒音試験の実施予定日並びに実施場所等について協議することとする。この場合において、延期に伴う騒音試験業務手数料（その他の費用）及び試験自動車の提示に係る費用は試験依頼者が負担することとする。

	12. 騒音試験の中止
	(1)  試験依頼者は、試験自動車の整備状況その他の理由により騒音試験の中止を求めるときは、速やかにその旨をＪＱＲに連絡しなければならない。
	また、次のいずれかに該当する場合には騒音試験を中止にすることとし、ＪＱＲは試験依頼者に対してその旨を通知する。この通知以降に試験依頼者が再び騒音試験を求める場合には、新たな騒音試験業務として取り扱うこととする。
	① 通知した日時までに騒音試験の依頼書及び添付書面が提出されなかったとき
	② 通知した日までに騒音試験の手数料が振り込まれなかったとき
	③ 通知した日時までに依頼に係る試験自動車が提示されなかったとき
	④ 提示された試験自動車又は消音器の諸元が、提出された書面に記載されている事項と相違しているとき
	⑤ 提示された試験自動車及び消音器に起因する不具合等により、騒音試験の担当者が業務の継続を不可能と判断したとき
	⑥ 試験場内において、ＪＱＲ担当者の指示に従わないとき

	(2)  騒音試験の試験条件は乾燥路面で風速5 m/s以下と規定されている。この為、ＪＱＲは、次の通り試験依頼者に通知する。
	① 予め天候不順等が見込まれる場合は、試験予定日の前日午後3時にＪＱＲ担当者が判断し、試験依頼者に通知する。
	② 試験当日における試験中止の判断は、試験担当者が当日の午前10時に判断し、試験依頼者に通知する。この場合の試験自動車の提示に係る一切の費用については、試験依頼者の負担とする。


	13. 騒音試験の場所
	(1)  騒音試験のうち4.(1)による場合には、次のいずれかの場所で行うこととする。
	① 独立行政法人 交通安全環境研究所自動車試験場第二地区 
	② 藤壺技研工業株式会社 裾野試験場 
	③ 大阪府港湾局 泉大津フェニックス多目的広場 

	(2)  騒音試験のうち4.(2)による場合には、6.により申し出のあった場所（前項に定める場所と同等であるとＪＱＲが認めた場合に限る。）で行うこととする。

	14. 試験成績表の発行等
	15. 騒音防止性能確認標章の発行等
	(1)  ＪＱＲは、騒音試験の実施した結果、加速走行騒音の基準への適合を認めたときは、試験依頼者の求めに応じ、騒音防止性能確認標章を発行する。
	(2)  ＪＱＲは、騒音防止性能確認標章の発行に際しては、試験成績表（第4号様式）の表紙に騒音防止性能確認標章の確認番号を記載する。
	(3)  試験依頼者は、試験成績表（第4号様式）に記載された自動車に備えられた消音器に対し、試験成績表の「消音器表示」と同一の見やすい位置に、容易に破損・滅失等しない方法で騒音防止性能確認標章を貼付けしなければならない。

	16. 騒音防止性能確認標章確認番号の様式
	① 加速走行騒音を実施したことを示す記号
	② ＪＱＲの略称
	③ 車両毎にＪＱＲが決定する確認番号

	17. 試験成績表及び騒音防止性能確認標章の再発行
	(1)  ＪＱＲは、加速走行騒音試験成績表再発行依頼書（第5号様式）の申請を受けて試験成績表を再発行する。この場合、試験成績表には、「再」の表示を付して発行するものとする。
	(2)  ＪＱＲは、加速走行騒音試験成績表再発行依頼書（第5号様式）の申請を受けて騒音防止性能確認標章を再発行する。この場合、従前の確認番号及び試験成績表は破棄し、新たに確認番号を決定するとともに試験成績表（第4号様式）に「再」の表示を付して発行するものとする。

	18. 試験成績表等の訂正の制限
	19. 同一型式の範囲
	(1)  試験成績表に記載されている自動車と同一とされる範囲は以下のとおりとする。
	① 「構造・装置等が同一である」とは、当該試験成績表中の「試験自動車」欄に記載されている項目のうち「車名」、「型式」（原動機等の改造により「改」を付した型式以外の型式にあっては、「改」を除く型式）、「原動機型式」、「最高出力」、「変速機の種類」、「車両総重量」、「消音器の個数」、「触媒の有無」及び同成績表添付資料中の「消音器外観」に係る構造・装置等が同一であるものをいう。
	② 「車両総重量」にあっては、検査申請車両の車両総重量が同成績表の試験自動車の車両総重量より重い場合、及び軽い場合であって、その差が試験自動車の車両総重量の－5％以内又は－20kg以内の場合は同一とみなすものとする。

	(2)  ＪＱＲは、加速走行騒音結果同型成績表発行依頼書（第6号様式）の申請をうけて、(1)の事項について同一性を確認する。
	(3)  ＪＱＲは、(2)の申請を適当と認めるときは、同一型式の自動車に対して14.の試験成績表の発行、及び試験依頼者の求めに応じて15.の騒音防止性能確認標章の発行を行う。

	20. 秘密の保持等
	(1)  関係法令その他の規程を遵守し、試験等及び事務を厳格、かつ、公正に行うこと。
	(2)  騒音試験の依頼に係る事項及び実施状況並びに結果の取扱等について、職務上知り得た事項の秘密保持を図ること。

	21. 書面等の管理及び帳簿の保管
	(1)  騒音試験の手数料の収納に関する事項
	(2)  騒音試験の申請の受付に関する事項
	(3)  騒音試験結果に関する事項
	(4)  騒音試験結果を記載した書面の交付及び再発行に関する事項
	(5)  その他騒音試験の実施状況に関する事項

	22. 不正に騒音試験を受けた者等に対する処分
	(1)  試験依頼者が、試験依頼書又は添付書面への虚偽の記載その他不正な方法により騒音試験を受けたことが発覚した場合
	(2)  試験成績表及び騒音防止性能確認標章の改ざん等の不正行為が発覚した場合
	(3)  試験依頼者又はその関係者が、不正に騒音防止性能確認標章を表示したことが発覚した場合
	(4)  その他、他の試験自動車の騒音試験結果をもとにＪＱＲが必要と認める場合

	23. 責任の明確化
	(1)  天災その他の不可抗力により、試験自動車に損害が生じた場合
	(2)  適正な管理を行ったにもかかわらず試験自動車等に損害が生じた場合
	(3)  試験依頼書等が郵送等の途中において紛失した場合
	(4)  試験依頼者又はその関係者が、ＪＱＲが発行した騒音防止性能確認標章を不正に使用した場合
	(5)  試験依頼者からの提出物の記載等に過誤があった場合

	24. その他
	第
	第2号様式（試験自動車の諸元表）

	第
	第2号様式（別紙）

	第４号様式
	表紙
	成績
	写真 (1)
	写真 (2)
	写真 (3)

	第
	第6号様式（2012年3月1日改定）

	非認証車等の加速走行騒音試験業務実施要領（
	1. 目的
	2. 用語の定義
	(1) 「保安基準」とは、道路運車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号。）をいう。「細目告示」とは、道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成14年国土交通省告示第619号。）をいう。
	(2) 「検査法人等」とは、自動車検査独立行政法人及び軽自動車検査協会をいう。
	(3) 「審査事務規程」とは、自動車検査独立行政法人審査事務規程をいう。
	(4) 「指定自動車等」とは、車両法第75条第1項の規定により型式について指定を受けた自動車、道路運送車両法施行規則（昭和26年運輸省令第74号。）第62条の3第1項の規定により認定を受けた自動車及び国土交通大臣が定める自動車をいう。
	(5) 「非認証車等」とは、指定自動車等以外の非認証車、消音器を改造した指定自動車等及び消音器以外の装置の改造により加速走行騒音性能規制に適合しなくなるおそれがある指定自動車等をいう。
	(6) 「車両識別番号(VIN)」とは、ISO規格(ISO3779)等に基づき個々の車両を識別する目的で、ローマ字又は数字を組み合わせて表示する17桁の番号をいう。

	3. 騒音試験の対象自動車
	4. 騒音試験の種類
	(1)  ＪＱＲが、試験を行って別添１に示す加速走行騒音の基準への適合を確認する業務
	(2)  試験依頼者が自ら試験を行う際に立会って別添１に示す加速走行騒音の基準値への適合を確認する業務
	(3)  依頼書及び添付書面により、確認を受けた自動車及び消音器と同一型式のものの加速走行騒音試験結果成績表（第４号様式、以下「試験成績表」という。）を発行する業務
	(4)  試験成績表を再発行する業務
	(5)  騒音防止確認標章を再発行する業務（試験成績表発行後に騒音防止性能確認標章を発行する業務を含む。）

	5. 騒音試験業務実施の基本方針
	(1)  4.の(1)～(5)の業務（以下「騒音試験業務」という。）は、試験依頼者から提出された非認証車等の加速走行騒音試験依頼書（第１号様式）及び添付書面（以下「試験依頼書等」という。）に基づいて、車両法及び同法に基づく命令、告示、審査事務規程、並びにこれらに係る通達によるほか、この実施要領に基づき、公正かつ適確に実施するものとする。
	(2)  ＪＱＲ並びに騒音試験業務の関係者は、業務の公平性を確保し、騒音試験業務に影響を与えるような商業的、財政的及びその他の圧力に拘束されないこととする。

	6. 立会いによる騒音試験業務
	7. 試験依頼の受付及び騒音試験日程並びに手数料等
	(1)  ＪＱＲは、インターネット等により騒音試験に関する情報を公開することとし、試験依頼者は、公開された情報に基づき騒音試験の予約手続きを行うこととする。
	(2)  ＪＱＲは、試験依頼者からの予約手続きを受け、試験依頼書等の提出に関する事項、手数料の収納に関する事項、騒音試験の実施予定日（4.(1)による場合には、試験自動車の搬入日時、試験自動車の準備予定日、試験予定日、試験予定日及び試験自動車の搬入日時）及び実施場所等を試験依頼者に通知することとする。
	(3)  試験依頼者は、(2)の通知の内容に従い、試験依頼書等を提出すると共に、別添２に定める額の手数料を納付することとする。この場合において、振り込み手数料は試験依頼者が負担しなければならない。
	(4)  ＪＱＲは、試験依頼書等の記載に不備がないこと並びに手数料が納付されたことを確認のうえ申請を受け付けることとする。

	8. 騒音試験の実施
	(1)  騒音試験のうち4.(1)による場合の試験自動車の搬入時及び実施当日は、試験依頼者又は自動車整備担当者が立ち会うこととする。但し、騒音試験の場所の都合等の理由で立会いができない場合は、ＪＱＲが指定した場所で待機することとする。
	(2)  騒音試験のうち4.(2)による場合の実施当日は、ＪＱＲの担当者が立ち会うこととする。
	(3)  加速走行騒音の測定については、細目告示別添40「加速走行騒音の測定方法」及び独立行政法人交通安全環境研究所の審査事務規程に定める「加速走行騒音試験」（TRIAS 30-J040-01）に基づき（検査対象外軽自動車等にあっては、これに準じて）実施する。なお、試験自動車の車両総重量については、実測その他適切な方法により確認するものとする。
	(4)  消音器の騒音低減機構を調整出来る構造を有する消音器にあっては、加速走行騒音値が、最大となる状態で試験を行うものとする。
	(5)  騒音試験の結果、不合格となった場合、再試験は行わない。なお、試験依頼者が再試験を望む場合は、新たに試験依頼を行うこととする。
	(6)  加速走行騒音の測定結果は、試験成績表に記載する。

	9. 試験自動車
	(1)  試験依頼者は、ＪＱＲに対し、当該自動車等の製作者が定める必要な点検整備を適切に実施したものを提示すること。
	(2)  試験依頼者は、少なくとも試験実施予定日の３営業日前までに、試験自動車の諸元表（第２号様式）を提出することとする。
	(3)  試験自動車は5.(1)の試験依頼書（第１号様式）及び試験自動車の諸元表（第２号様式）に記載された自動車と同一であること。
	(4)  試験自動車に備えられた消音器は、消音器本体の外部構造及び内部構造が恒久的方法（溶接、リベット等）により結合されているなど、細目告示第40条第2項第2号、第118条第2項第5号及び第196条第2項第5号の規定（以下「騒音低減機構を容易除去可能構造の禁止規定」という。）に適合する構造でなければならない。ただし、消音器を自動車等に固定するためのネジ止め及びボルト止めはこの限りではない。
	(5)  試験自動車及び試験自動車に備えられた消音器は、保安基準第31条の規定に適合するものであること。

	10. 試験自動車の変更
	11. 騒音試験の延期
	(1)  騒音試験のうち4.(1)による場合には、ＪＱＲは試験依頼者に対してその旨を連絡し、騒音試験の実施予定日並びに実施場所等について協議することとする。この場合において、延期された騒音試験業務の手数料はＪＱＲが負担し、試験自動車の提示に係る費用（試験依頼者の申し出により試験自動車をいったん搬出し、再度搬入する場合に限る。）は試験依頼者が負担することとする。
	(2)  騒音試験のうち4.(2)による場合には、試験依頼者はＪＱＲに対してその旨を連絡し、騒音試験の実施予定日並びに実施場所等について協議することとする。この場合において、延期に伴う騒音試験業務手数料（その他の費用）及び試験自動車の提示に係る費用は試験依頼者が負担することとする。

	12. 騒音試験の中止
	(1)  試験依頼者は、試験自動車の整備状況その他の理由により騒音試験の中止を求めるときは、速やかにその旨をＪＱＲに連絡しなければならない。
	また、次のいずれかに該当する場合には騒音試験を中止にすることとし、ＪＱＲは試験依頼者に対してその旨を通知する。この通知以降に試験依頼者が再び騒音試験を求める場合には、新たな騒音試験業務として取り扱うこととする。
	① 通知した日時までに騒音試験の依頼書及び添付書面が提出されなかったとき
	② 通知した日までに騒音試験の手数料が振り込まれなかったとき
	③ 通知した日時までに依頼に係る試験自動車が提示されなかったとき
	④ 提示された試験自動車又は消音器の諸元が、提出された書面に記載されている事項と相違しているとき
	⑤ 提示された試験自動車及び消音器に起因する不具合等により、騒音試験の担当者が業務の継続を不可能と判断したとき
	⑥ 試験場内において、ＪＱＲ担当者の指示に従わないとき

	(2)  騒音試験の試験条件は乾燥路面で風速5 m/s以下と規定されている。この為、ＪＱＲは、次の通り試験依頼者に通知する。
	① 予め天候不順等が見込まれる場合は、試験予定日の前日午後3時にＪＱＲ担当者が判断し、試験依頼者に通知する。
	② 試験当日における試験中止の判断は、試験担当者が当日の午前10時に判断し、試験依頼者に通知する。この場合の試験自動車の提示に係る一切の費用については、試験依頼者の負担とする。


	13. 騒音試験の場所
	(1)  騒音試験のうち4.(1)による場合には、次のいずれかの場所で行うこととする。
	① 独立行政法人 交通安全環境研究所自動車試験場第二地区
	② 藤壺技研工業株式会社 裾野試験場
	③ 大阪府港湾局 泉大津フェニックス多目的広場

	(2)  騒音試験のうち4.(2)による場合には、6.により申し出のあった場所（前項に定める場所と同等であるとＪＱＲが認めた場合に限る。）で行うこととする。

	14. 試験成績表の発行等
	15. 騒音防止性能確認標章の発行等
	(1)  ＪＱＲは、騒音試験の実施した結果、加速走行騒音の基準への適合を認めたときは、試験依頼者の求めに応じ、騒音防止性能確認標章を発行する。
	(2)  ＪＱＲは、騒音防止性能確認標章の発行に際しては、試験成績表（第4号様式）の表紙に騒音防止性能確認標章の確認番号を記載する。
	(3)  試験依頼者は、試験成績表（第4号様式）に記載された自動車に備えられた消音器に対し、試験成績表の「消音器表示」と同一の見やすい位置に、容易に破損・滅失等しない方法で騒音防止性能確認標章を貼付けしなければならない。

	16. 騒音防止性能確認標章確認番号の様式
	① 加速走行騒音を実施したことを示す記号
	② ＪＱＲの略称
	③ 車両毎にＪＱＲが決定する確認番号

	17. 試験成績表及び騒音防止性能確認標章の再発行
	(1)  ＪＱＲは、加速走行騒音試験成績表再発行依頼書（第5号様式）の申請を受けて試験成績表を再発行する。この場合、試験成績表には、「再」の表示を付して発行するものとする。
	(2)  ＪＱＲは、加速走行騒音試験成績表再発行依頼書（第5号様式）の申請を受けて騒音防止性能確認標章を再発行する。この場合、従前の確認番号及び試験成績表は破棄し、新たに確認番号を決定するとともに試験成績表（第4号様式）に「再」の表示を付して発行するものとする。

	18. 試験成績表等の訂正の制限
	19. 同一型式の範囲
	(1)  試験成績表に記載されている自動車と同一とされる範囲は以下のとおりとする。
	① 「構造・装置等が同一である」とは、当該試験成績表中の「試験自動車」欄に記載されている項目のうち「車名」、「型式」（原動機等の改造により「改」を付した型式以外の型式にあっては、「改」を除く型式）、「原動機型式」、「最高出力」、「変速機の種類」、「車両総重量」、「消音器の個数」、「触媒の有無」及び同成績表添付資料中の「消音器外観」に係る構造・装置等が同一であるものをいう。
	② 「車両総重量」にあっては、申請自動車の車両総重量が同成績表の試験自動車の車両総重量より重い場合、及び軽い場合であって、その差が試験自動車の車両総重量の－5％以内又は－20kg以内の場合は同一とみなすものとする。
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